
水
島
見
一
先
生
聞
法
会

２
月
４
日
（
土
）
５
日
（
日
）
に

開
催
し
た
聞
法
会
に
、
房
州
各
地
か

ら
連
日

人
ほ
ど
の
人
び
と
が
集
ま

100

り
、
二
日
間
と
も
本
堂
は
満
堂
と
な

り
ま
し
た
。

先
生
の
お
話
に
、
日
ご
ろ
気
づ
か

な
い
本
当
の
自
分
の
姿
が
炙
り
出
さ

れ
、
聴
聞
者
は
皆
一
様
に
深
く
う
な

ず
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
仏

教
の
救
い
が
証
明
さ
れ
た
光
景
で
あ

り
ま
す
。

上
の
写
真
の
「
池
見
酉
次
郎
」
は
、

日
本
の
心
療
内
科
の
草
分
け
で
す
。

水
島
先
生
は
氏
の
言
葉
を
引
用
し
、

人
が
死
ぬ
ま
で
明
る
く
生
き
て
い
く

た
め
に
は
「
①
死
ぬ
ま
で
生
き
が
い

の
あ
る
仕
事
を
も
つ
②
周
囲
に
惜
し

ま
れ
る
③
永
遠
に
通
じ
る
い
の
ち
を

生
き
て
い
る
と
い
う
自
覚
」
が
必
要

で
、
③
は
仏
教
を
聴
聞
し
な
け
れ
ば

で
き
な
い
こ
と
だ
と
。

右
下
の
写
真
の
「
あ
た
わ
り
や
」

は
、
「
す
べ
て
が
与
え
ら
れ
て
在
る
の

だ
！
」
と
い
う
受
け
と
め
で
、
私
は

「
永
遠
に
通
じ
る
い
の
ち
を
生
き
て

い
る
と
い
う
自
覚
」
を
表
す
言
葉
。

と
こ
ろ
が
妄
念
妄
想
を
生
き
て
い

る
私
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
自
覚
で

き
な
い
。
だ
か
ら
如
来
は
、
苦
悩
と

い
う
「
宿
題
」
を
私
た
ち
に
課
す
の

だ
と
。
そ
し
て
、
仏
法
聴
聞
は
、
そ

の
宿
題
に
取
り
組
む
こ
と
だ
と
。

「
あ
う
も
の
に

あ
わ
な

あ
か

ん
」
は
、
如
来
か
ら
の
宿
題
を
い
た

だ
い
て
生
き
た
真
宗
門
徒
の
自
得
の

言
葉
で
す
。

妄
念
妄
想
に
右
往
左
往
し
て
生
き

て
い
る
私
の
盤
石
な
立
脚
地
、
そ
れ

が
仏
教
で
す
。

日
ご
ろ
寺
に
足
を
運
ば
れ
な
い
方

々
や
ご
門
徒
以
外
の
方
々
も
、
何
人

も
熱
心
に
聴
聞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

住
職
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
聞
法

会
を
よ
り
積
極
的
に
開
催
す
る
責
任

と
使
命
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
世
話
人

や
門
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
駐
車
場
や

受
付
な
ど
で
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
無
料
で
と
い
う
案
内
で

し
た
が
、
御
懇
志
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

御
懇
志
は
、
今
後
の
聞
法
会
の
資

金
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
島
先
生
に
は
、
６
月
３
日
（
土
）

４
日
（
日
）
に
ま
た
ご
出
講
い
た
だ

き
ま
す
。
詳
細
は
、
５
月
寺
報
で
ご

案
内
し
ま
す
。

光といのち
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法
語

一
人
残
ら
ず

生
老
病
死
の
人
生
を

歩
む
ん
で
す
わ
。

水
島
見
一
先
生







２
月
８
日
（
水
）
に
前
列
左
か
ら

足
達

崇

川
名
喜
昭

正
木
道
雄

艫
居
政
男

田
中
昭
一

田
村
晋
一

高
梨
教
夫

田
中
嘉
一
後
列
左
か
ら

鈴
木
正
一
郎

能
重

薫

川
名
信
之

青
木
敏
夫

重
田
和
夫

吉
本
行
男

三
堀

清

明
石
義
久

田
村
徹
夫

明
石
圭
司

富
澤
真
知
子
の
方
々

で

本
の
桜
を
、

日
（
水
）
に

40

15

能
重
初
雄

川
名
喜
昭

田
中
昭
一

足
達

崇

の
皆
さ
ん
で

本
の
桜

20

を
植
え
ま
し
た
。

春
彼
岸
会

お
彼
岸
中
の
お
墓
参
り
は
、

日
本
人
が
大
事
に
し
て
き
た
風
習

で
す
が
、
な
ぜ
、
お
墓
参
り
を
す

る
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
大
事
な
こ
と
だ
と
、
や

っ
と
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
時

３
月

日
（
月
）
春
分
の
日

20
時
か
ら

時

分

10

11

30

法
要

正
信
偈
な
ど
同
朋
唱
和

法
話

副
住
職
釋
泰
昌
（
井
上
泰
之
）

持
物

念
珠
・
門
徒
章

※
護
持
金
は
、
本
堂
の
受
付
に

お
願
い
し
ま
す
。

花
ま
つ
り

お
釈
迦
さ
ま
が
誕
生
し
て
七
歩
あ
る
き
、

「

天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
と
説
法
さ
れ
る
と
、

甘
露
や
花
び
ら
が
降
り
ま
し
た
。

４
月
２
日
（
日
）

午
後

時

分
～
３
時

分

1

30

30

ど
う
ぞ
お
参
り
く
だ
さ
い
。

墓地入口の石碑で

す。「倶会一処

（くえいっしょ）」

と彫ってあります。

真
宗
大
谷
派
東
京
教
区
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
真
宗
の
教
え
に
出
遇
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

願
い
、
ご
門
徒
宅
の
塀
な
ど
を
お
借
り
し
て
掲
示
板
を
設
置
し
、
法
語
等
の
掲
示
伝
道
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
鋸
南
町
中
佐
久
間
塚
原
地
区
の
世
話
人
田
村
晋
一
氏
と
田
村
徹
夫
氏
の
お
申
し
出
に
よ
り
、

２
月

日
（
火
）
に
塚
原
集
会
所
前
の
田
村
徹
夫
氏
宅
の
塀
に
掲
示
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

28
両
氏
が
初
め
に
選
ん
だ
法
語
は
、
「
何
が
私
を
苦
し
め
て
い
る
の
か

自
分
が
握
り
し
め
て
い
る
物
差

し
で
す
」
で
し
た
。
設
置
費
用
と
掲
示
す
る
法
語
は
東
京
教
区
が
負
担
し
ま
す
。
自
宅
の
塀
な
ど
へ
の
設

置
を
希
望
す
る
方
は
、
ど
う
ぞ
寺
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

桜の苗木を ６０本植えました。

法語掲示板

花咲く日を楽しみに！

行
事
予
定

３
月

日

時
～

春
彼
岸
会

20

10

４
月
２
日

時

分
～

花
ま
つ
り

13

30

５
月

日

東
京
教
区
同
朋
大
会

2

５
月
７
日

時
～

同
朋
の
会

14

５
月

日

中
佐
久
間
講

12

５
月

日

時
～

親
鸞
教
室

15

13

５
月

日
～

日

22

24
千
葉
組
団
体
参
拝
旅
行

６
月
３
日
４
日

水
島
見
一
先
生
聞
法
会

※
本
年
は
、
６
月
の
八
日
講
十
日

講
・
同
朋
の
会
は
中
止
し
ま
す
。

６
月
９
日

婦
人
研
修
会

６
月

日

親
鸞
教
室

12

６
月

日

千
葉
組
同
朋
総
会

22

６
月

日
８
時

分
～
奉
仕
作
業

25

30

※
・
・
・
以
外
は
当
寺
が
会
場
で
す
。


